
おもに岩場に生え、葉は広卵形で光沢がなく、長さ7-15cmになり、柄の基部に紫点がある。花は6-7月に

開く。花茎は直立し、高さ40-60cm、縦条がある。花茎が伸びても下部の苞が上部の苞を抱えるように重
なり合って頭状になり、開花直前になると薄質になり紫色を帯びて開出し、花が開く。苞はつねにボート形
である。花被は長さ4-5cm、広筒部は肩が張り、透明線は全体におよび、内側の脈は紫色が濃い。

分布の東限。
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希少 ○

■ 特記事項

■ 保護上の留意点

写真提供：松岡成久

■ 種の概要

観賞用等採取 特異な生態 分布の限界 ○

■ 県内分布

神戸市、宝塚市、三田市、猪名川町、三木市、加東市、宍粟
市、上郡町、佐用町、淡路市

■ 国内分布

本州（近畿以西）、四国、九州

■ 選定理由

人為性 特殊性 学術性

生育環境破壊 特殊生育環境 ○ 特殊な分布

クサスギカズラ科

兵庫県ランク…カンザシギボウシ
環境省ランク… －Hosta  capitata  (Koidz.) Nakai


